
　

本
会
は
、
昨
年
３
月

に
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
出
現
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
密

回
避
や
マ
ス
ク
を
つ

け
る
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
文
章
を

書
い
て
い
る
今
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、安
心
安
全
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
期
待
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
皆
様
に

は
健
や
か
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

近
年
の
風
水
害
・
地
震
・
放
射
線
事
故
等
災
害
に

よ
り
、
防
災
意
識
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
中
央
会
主
催
「
令
和
元

年
度
都
道
府
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
全
国
連
絡
会
」

（
令
和
２
年
２
月
６
日
於
全
国
都
市
会
館
）
に
お
い

て
、
全
国
の
活
動
状
況
報
告
と
課
題
の
一
事
項
と
し

て
災
害
時
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
た
時

期
と
同
時
に
、
茨
城
県
か
ら
コ
ロ
ナ
電
話
相
談
事
業

の
打
診
を
受
け
ま
し
た
。
役
員
会
と
し
て
検
討
を
重

ね
、
会
員
の
皆
様
に
は
令
和
２
年
度
連
絡
会
で
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
災
害
支
援
実
施
要
項
」

の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
程
、
茨
城

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
合
意
に
至
り
、
４

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
現
地
支
援
体
制
の
中

で
安
心
し
て
関
係
団
体
・
機
関
等
と
協
議
調
整
を
図

り
、
円
滑
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
、
現

役
保
健
師
の
後
方
支
援
者
と
し
て
本
会
の
使
命
を
果

アイスランド最大の氷河湖「ヨークルサルロン氷河湖」　撮影：黒須道子会員

「
茨
城
県
在
宅
保
健
師
の
会
災
害
支
援
実
施
要
項
」を
策
定
し
ま
し
た

茨
城
県
在
宅
保
健
師
の
会
　
会
長 

　
照
沼
　
美
代
子

20
周
年
事
業

た
す
こ
と
等
を
「
ね
ら
い
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

会
員
の
災
害
支
援
活
動
が
安
全
安
心
に
遂
行
で
き
る

こ
と
を
担
保
し
、
保
健
師
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
支

援
者
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
毎
年
の
現
況
調
査
時
に
災
害
支
援
協
力
可
否

に
つ
い
て
も
調
査
す
る
予
定
で
す
の
で
、
記
入
方
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
20
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
皆
様
の
心
に
残
る
事
業
企
画
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
。
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

か
ら
、日
頃
の
活
動
へ
の
感
謝
の
心
を
「
形
」
に
と
、

素
敵
な
ペ
ン
ケ
ー
ス
を
お
手
元
に
届
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
節
目
に
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
だ
く
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
皆
様
の
日
常
活

動
の
お
供
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
20
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
の
渡
邉
純

子
様
、
大
内
喜
枝
子
様
、
佐
藤
享
子
様
、
仲
主
靜
子

様
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
ご
尽
力
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
期
よ
り
事
務
局

新
人
二
人
様
と
、
私
共
役
員
に
後
藤
サ
カ
エ
様
を
迎

え
、
続
投
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
が
、
地
域
社
会
の
中
で
公
衆
衛
生
の
一
翼
を

担
え
る
団
体
と
し
て
、
他
団
体
と
共
に
響
き
合
い
前

進
す
る
こ
と
を
願
い
、
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
へ
の
感
謝
と
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
７
月
吉
日
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令和３年度　会員の状況

30～39歳
3%

40～49歳
3%

50～59歳
18%

60～69歳
39%

70～79歳
33%

80歳以上
4%

（名）
年代 令和２年度 令和３年度 増減

30 ～ 39歳 2 2 ±０
40 ～ 49歳 2 2 ±０
50 ～ 59歳 12 13 ＋１
60 ～ 69歳 28 28 ±０
70 ～ 79歳 24 24 ±０
80歳以上 2 3 ＋１

計 70 72 ＋２
平均年齢 ６５歳 ６６歳 ＋１歳

　毎年実施している現況調査について、今回は、令和３年３月 15 日にアンケートを送付しました。
郵送・FAX・電子メールにより回答を受け付け、74 名中 53 名の会員の皆様から返信をいただき
ました。ご協力ありがとうございました。

（名）

県　
　

央　
　

地　
　

区

水戸市 9
県 

北 

地 

区

ひたちなか市 4 県 

南 

地 

区

美浦村 0
笠間市 3 常陸大宮市 1 阿見町 4
鹿嶋市 1 那珂市 1 河内町 1
潮来市 0 東海村 2 利根町 0
神栖市 1 大子町 0

県　
　

西　
　

地　
　

区

古河市 3
行方市 1

県　
　

南　
　

地　
　

区

土浦市 3 結城市 0
鉾田市 2 石岡市 4 下妻市 1
小美玉市 2 龍ケ崎市 1 常総市 1
茨城町 3 取手市 0 筑西市 2
大洗町 0 牛久市 0 坂東市 0
城里町 1 つくば市 5 桜川市 2

県 

北 

地 

区

日立市 4 守谷市 0 八千代町 0
常陸太田市 5 稲敷市 1 五霞町 0
高萩市 0 かすみがうら市 1 境町 0
北茨城市 0 つくばみらい市 1 県外 2

　会員のいない地域があるので、健康づくり支援事業依頼があった際、近隣地域に在住の方に協力を依頼
することがあります。例年皆様には快く支援をお引き受けいただいております。ありがとうございます。

　退職後に入会する方が多く、60 歳代・70
歳代の会員が半数以上を占めています。
　平均年齢は 66 歳となっており、徐々に高
齢化が進んでいます。

　例年、年度途中に２～５名の新規入会があ
ります。既存会員様の紹介で本会を知り、入
会してくださる方が多い傾向にあります。
　今後の本会の発展のため、お知り合いの保
健師さんがいらっしゃいましたら、ぜひ本会
の紹介をしていただきたく存じます。

令和３年度会員別年齢構成　（図１）

令和３年４月時点　会員72名（３名退会、１名入会）会員の年齢構成

居住地別会員数
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未回答
2%

都合がつけば
協力できる
53%

協力は難しい
43%

どちらとも
言えない
2%

（名）
年代 常勤 非常勤 勤務なし 未回答

30 ～ 39歳 1 1

40 ～ 49歳 1

50 ～ 59歳 2 4

60 ～ 69歳 2 18 4

70 ～ 79歳 12 6

80歳以上 2

計 5 36 11 1

（名）
特定保健指導 母子保健 健康増進 産業保健 介護保険 学校保健 医療機関 事務 その他

10 9 3 11 4 0 6 3 17

非常勤として働いてい
らっしゃる方が多くを
占めています。

その他に関して
新型コロナウイルス感染症関連（電話相談等）…7 名
高校の講師、定期健診時の希望者の健康相談人間ドッグ後の個別指導、ケアマネージャー兼介護
福祉士、地域保健指導、社会福祉協議会ボランティア、市の介護福祉課家族支援、学童支援、障
害福祉保健支援　…各１名

　市町村への健康づくり支援事業への協力につ
いては、都合がつけば協力できると回答してい
ただけた会員が半数以上を占めています。協力
可能な事業に関しても、どの事業も協力してい
ただける会員数を一定の人数保てており、会員
の皆様から多大な協力を得られています。
　今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

健康づくり支援事業協力可否　（図２）

現況調査集計結果

（１）勤務形態

（２）業務内容

（３）健康づくり支援事業
協力可能な事業（複数回答可能）

（名）
健康まつり・入浴施設等における健康相談・保健指導 18

重複・頻回受診者に対する訪問指導 13

特定健診未受診者に対する受診勧奨 11

特定保健指導の初回面接 16

（返信のあった継続会員52名＋新規会員１名分の調査票から）
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茨城県在宅保健師の会
災害支援実施要項を
策定しました

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
災
禍
の
な
か
、
昨
年
度
よ
り
複

数
の
会
員
様
に
相
談
員
と
し
て
保

健
所
支
援
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
茨
城
県
在
宅
保
健
師

の
会
と
し
て
、
災
害
支
援
実
施
要

項
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
の
疫
病
の
他
、
地
震

や
洪
水
と
い
っ
た
自
然
災
害
発
生

時
に
、
地
域
住
民
の
生
命
と
安
全

を
守
る
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
の

協
力
を
要
す
る
事
態
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
支
援

実
施
要
項
に
則
っ
て
支
援
活
動
を

実
施
し
て
ゆ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。

　

今
後
と
も
災
害
支
援
活
動
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

茨城県在宅保健師の会　災害支援実施要項
（目　的）
第１条　災害発生時に、（発災から終息まで）被災住民の健康相談等を実施することにより被災者の支

援の充実に寄与することを目的とする。
（事務局の設置）
第２条　茨城県在宅保健師の会災害支援事務局（以下「事務局」という）は、茨城県国民健康保険団体

連合会 保健事業課内に置く。
　　　　　所在地　茨城県水戸市笠原町 978 番 26　　　TEL　029-301-1553

（組　織）
第３条　茨城県在宅保健師の会会員（以下「会員」という）のうち、現況調査により災害時支援活動に

協力できるものとして事前登録をした保健師（以下「登録保健師」という）をもって組織する。
２　会長が必要と認めるときは、登録保健師以外の会員に協力を求めることができる。
３　前２項のうち支援活動に協力の意思表示があったものを「登録支援保健師」とする。

（実施方法）
第４条　災害支援の実施方法は、次のとおりとする。
　⑴　事務局は、茨城県災害対策本部から「災害支援依頼書」（様式１）を受理し、具体的な日時・場所・

人数・支援内容等を確認する。（FAX 可）
　⑵　事務局は、災害支援事業の「災害支援依頼書」（様式１）を受理した場合は、会長に連絡する。
　⑶　事務局は、登録保健師並びに会員の承諾を確認し、「災害支援要請書」（様式２）により、登録支

援保健師として支援を依頼する。併せて、決定事項を会長に報告する。
　⑷　会長は、「茨城県在宅保健師の会における災害支援事業登録支援保健師名簿について」（様式３）

を作成し、茨城県災害対策本部に報告する。併せて、登録支援保健師には情報を提供する。
　⑸　登録支援保健師は、支援が終了したときは、「茨城県在宅保健師の会　災害支援事業報告書」（様

式４）により速やかに会長に報告するものとする。
　⑹　登録支援保健師から「茨城県在宅保健師の会　災害支援事業報告書」（様式４）が提出された後、

会長から茨城県災害対策本部へ「災害支援報告書」（様式５）により報告する。
（業務内容）
第５条　茨城県災害対策本部から指示のあった次の業務内容を行う。
　⑴　避難所での個別の健康相談
　⑵　避難所等での防疫業務
　⑶　その他災害支援事業にかかる業務

（守秘義務）
第６条　登録支援保健師は、業務上知り得た内容につ

いては、秘密保持を遵守する。
（連絡調整）
第７条　事務局は茨城県災害対策本部と連携を図り、

登録支援保健師に連絡し、随時調整を図る。
（保険加入）
第８条　災害支援に関わる保険については、次のとお

りとする。
　⑴　登録支援保健師は傷害保険に加入するものとし、

傷害保険は在宅保健師の会が加入している保健福
祉事業協力員団体傷害保険で対応するものとする。

　⑵　事故があるときは、速やかに事務局に連絡・報
告するものとする。

（その他）
第９条　災害支援にかかる費用等必要な事項について

は、役員会並びに茨城県国民健康保険団体連合会保
健事業課において協議する。

　　　付　則
　　この要項は、令和３年５月 20 日から施行する。

￥

 
 

災害支援対策本部 事務局 

（会長） 

会員 

（登録支援保健師） 

災害支援依頼（様

式１）を提出 

①災害支援依頼書

（様式１）を受理 

協力の意思表示 

災害支援要請書

（様式２）を受理 

⑤災害支援事業報告

書（様式４）を提出 

⑥災害支援事業報告

書（様式４）を受理 

必要時連絡を取り合う 

④登録支援保

健師名簿（様

式３）を対策

本部に提出 

③災害支援要請書

（様式２）を提出 

登録保健師に支援

を依頼 

登録支援保健師の

報告を受ける 

支援報告を 

受ける 

②事務局は災害支

援依頼書（様式１）

を受理したことを

会長に連絡 

④登録支援保

健師に業務活

動等情報を提

供 

災害支援活動 

実施 

災害支援報告書（様式

５）を提出

災害支援フロー図
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茨城県在宅保健師の会　会員募集のお知らせ
保健師としての知識や経験を活かして活動できる方を募集しています。
主な活動は、市町村から依頼された健康づくり支援事業への協力です。

活動に役立つ研修会への参加で、情報交換、仲間の皆さんとの交流もできます。
あなたの入会を心よりお待ちしております。

また、保健師の資格をお持ちの方がお近くにいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。
お問い合わせ・お申込みは、随時事務局にご連絡ください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

相
談
員
を
経
験
し
て

東
海
村
　
山
本
　
美
恵
子

　

昨
年
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
電
話
相
談

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
は
「
場
所
や
、

名
前
を
教
え
ろ
」
と
怒
り
、
熱
中
症
疑

い
、
感
染
症
の
不
安
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
た
い
等
の
電
話
相
談
も
数
多
く
お

受
け
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
問
診
と
そ
の
声
を
頼

り
に
し
た
判
断
と
な
り
、
対
応
は
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
か
、
相
談
者
は
理

解
し
て
く
れ
て
い
た
か
、
そ
の
後
体
調

は
戻
っ
た
か
と
折
に
触
れ
て
思
い
返
す

こ
と
が
今
で
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
相
談
者
か
ら
「
話
を
丁

寧
に
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」、

「
不
安
だ
っ
た
け
ど
安
心
し
た
」
と
い

う
言
葉
を
頂
け
た
こ
と
は
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
場
環
境
を
整
え
て
く
だ

さ
っ
た
保
健
所
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

保
健
所
支
援
を
行
っ
て

阿
見
町
　
渡
邉
　
清
見

　

在
宅
保
健
師
の
会
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
昨
年
５
月
か
ら
保
健
所
で
働
き
始

め
た
。

　

初
め
は
電
話
対
応
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
。
症
状
が
あ
り
相
談
し
て
く
る
人
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
必
要
以
上

に
不
安
を
訴
え
る
人
、
人
を
試
す
よ

う
な
質
問
を
し
勉
強
不
足
だ
と
言
う

人
、
保
健
所
の
対
応
が
悪
い
と
怒
り
出

す
人
、
感
染
者
が
増
え
多
忙
な
中
そ
れ

を
知
り
な
が
ら
長
々
と
自
分
の
意
見
を

言
う
人
も
い
た
。
外
国
人
で
言
葉
が
通

じ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
の
気
持

ち
の
や
り
場
が
な
く
人
を
責
め
、
負
の

感
情
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
辛
さ
を
何
回
も

経
験
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
丁
寧
に

対
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
体
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
る
と

と
て
も
慰
め
ら
れ
た
。
自
分
も
社
会
の

た
め
に
働
い
て
い
る
人
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
。

　

保
健
所
保
健
師
の
臨
機
応
変
の
対
応

に
も
感
謝
し
、
日
々
学
ぶ
こ
と
が
多

か
っ
た
。
保
健
所
保
健
師
万
歳
！

  

在
宅
保
健
師
の
会
員
と
な
っ
て

笠
間
市
　
海
老
澤
　
佐
賀
恵

　

こ
の
度
、照
沼
会
長
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

今
年
度
か
ら
在
宅
保
健
師
の
会
に
入
会
し
ま
し
た
海

老
澤
で
す
。

　

私
は
県
の
保
健
師
と
し
て
、
十
数
か
所
の
保
健
所

等
に
異
動
を
し
ま
し
た
。
中
で
も
片
道
２
時
間
の
車

通
勤
は
今
で
も
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
異

動
先
々
の
保
健
師
（
市
町
村
保
健
師
も
）
関
係
者
と

一
緒
に
主
に
感
染
症
対
策
、
精
神
保
健
対
策
等
行
っ

て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
、
一
緒
に
活
動
し
た
先
輩
保

健
師
が
、今
、現
在
も
地
域
保
健
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
自
分
も

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
の
保
健
師
と
し
て
38
年
間
勤
務
を
し
、

２
０
１
１
年
３
月
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
水
戸
保

健
所
で
退
職
を
し
ま
し
た
。
３
月
は
退
職
の
準
備
ど

こ
ろ
か
震
災
の
対
応
に
昼
夜
多
忙
な
毎
日
で
、
被
災

者
の
健
康
相
談
等
に
全
力
で
対
応
し
、
退
職
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
退
職
後
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
県
の
総

務
事
務
セ
ン
タ
ー
で
週
４
日
、「
職
員
の
心
と
か
ら

だ
の
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
県
職
員

の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
健
康
相
談
や
療
休
・
休
職
者
の

職
場
復
帰
支
援
調
整
会
議
、
職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
、業
務
量
軽
減
の
検
討
、復
帰
後
の
フ
ォ

ロ
ー
を
３
人
の
産
業
医
（
精
神
科
医
）
と
共
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る

高
ス
ト
レ
ス
者
の
相
談
、
集
団
分
析
結
果
を
活
か
し

た
職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
等
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
産
業
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

諸
先
輩
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
２
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

保
健
所
支
援
を
ふ
り
返
っ
て

ひ
び
き

新
入
会
員
さ
ん
の
声
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
県
や
市
町

村
の
保
健
師
さ
ん
達
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

健
康
を
守
る
た
め
保
健
事
業
の
展
開
に

奔
走
し
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
今
年
度
も
、
在
宅
保
健
師
の

会
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
た
い
と
、
複

数
市
町
村
か
ら
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

の
申
請
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
す

で
に
協
力
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

会
員
様
も
お
り
ま
す
が
、
皆
様
快
く
協

力
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
に
つ
き
ま
せ

ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
開

催
を
見
送
っ
て
い
る
研
修
会
に
つ
い
て

は
、
今
後
役
員
会
で
開
催
可
否
を
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
日
が

来
ま
す
よ
う
に
・
・
・
。　
（
Ｈ
・
Ｉ
）

編
集
後
記

　
新
役
員
挨
拶

常
陸
太
田
市
　
後
藤
　
サ
カ
エ

　

会
員
と
し
て
２
年
足
ら
ず
で
、
３
人
の
幹
事

の
１
人
と
し
て
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
役
員
会
に
先
日
参
加
し
、
国
保
連

合
会
の
事
務
局
の
多
大
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
上

に
、
在
宅
保
健
師
の
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
保
健
師
は
資
格
を
活
か
し
、
県
民
全
体

の
非
常
時
の
対
応
等
に
対
し
て
も
協
力
体
制
を

整
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

会
の
重
要
性
を
知
り
、不
安
が
あ
り
ま
す
が
、

会
の
発
展
に
微
力
で
す
が
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
事
務
局
退
任
挨
拶

水
戸
市
　
豊
﨑
　
清
美

　

私
と
在
宅
保
健
師
の

会
の
出
会
い
は
、
今
か

ら
約
十
数
年
前
。
産
業

保
健
師
と
し
て
某
企
業

に
所
属
し
て
い
た
時
で

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
に
席
を
お
い
て
か
ら

は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
市
町

村
か
ら
の
各
種
依
頼
に
、
快
く
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
仕
事
を
拝
見
し
て
、
保
健
師
職

の
魅
力
を
再
発
見
い
た
し
ま
し
た
。
国
保
連
合

会
は
退
職
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
在
宅
保
健
師

の
会
に
入
会
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
事
務
局
員
挨
拶

田
丸
　
玄
人

　

は
じ
め
ま
し
て
！
ひ
た
ち
な
か
市
出
身
の
田

丸
玄
人
（
た
ま
る
ひ
ろ
と
）
と
申
し
ま
す
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
テ
ニ
ス
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
近
は
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
今
年
は
草
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
看
護
師
と
し
て
自
衛
隊
の
病
院
で
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
保
健
師
と
し
て
の
経

験
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業
し

て
か
ら
間
隔
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
異
動

し
て
か
ら
は
勉
強
す
る
こ
と
も
多
く
、
充
実
し

た
毎
日
で
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
少
し
で
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
　
陽
香

　

つ
く
ば
市
で
大
学
病
院
の
看
護
師
と
し
て
５

年
間
働
い
て
い
ま
し
た
が
結
婚
を
機
に
退
職

し
、
水
戸
へ
越
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
よ

り
、
国
保
連
合
会
の
嘱
託
保
健
師
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
保
健
師
と
し

て
の
勤
務
経
験
は
な
く
、「
自
分
が
保
健
師
と

し
て
働
く
な
ん
て
、
勤
ま
る
の
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
不
安
な
気
持
ち
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
払
拭
す
べ
く
公
衆
衛
生
に
関
す

る
制
度
や
保
健
師
活
動
の
勉
強
、
国
保
連
合
会

の
仕
事
に
、
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
・
大
・
大
先
輩
で
あ
る
会
員
の
皆
様
か
ら

多
く
を
学
び
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３年度　茨城県在宅保健師の会役員の皆様

右から、
田丸玄人保健師、後藤サカエ幹事、
鈴木房枝副会長、照沼美代子会長、
久米郷子副会長、黒須道子幹事、
伊藤陽香保健師
岡根せつ子幹事

茨城県在宅保健師の会
設立20周年記念ペンケース
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